
弘西林道周辺の崩壊・崩落地形

木英知

lはじゐに

白神山地は青森県南西語、秋田県との境界付近にあり総面積約2.430~の山地であるの地殻変動が

活発で、地形発達的には若く河川侵諒が活発に行なわれている。そのた治山地のいたるところで崩

壊・崩落が担こっている O

本研究では白神山地内そ縦断し、西日 岩崎村に達する日本有数の大挽模鉢泊である弘西

林道周辺における崩壊・崩落に認し、分布や傾斜との関係、さらに弘西林道議設による変化、伐採

による影響を明らかにし、白神山地における崩壊・崩落の要盟について解閉する。

弘西林道のうち暗門大器から赤石川までの約17仰の範囲で高愈山、四兵衛森、乱岩の

森付近の分水界を器準に設定した。(第 1[翠〉

法は 2万5千分の 1地形図 r;n原平」、林野庁2万分の 1空中

崩壊地の判読及び現地調査によった。

2西滞軽J~こよる

2調査地域の概観
(1) 

白神山地の地費構造は、一般にグ

リ}ンタフと時ばれる離京岩質の醸

岩・砂岩で構成され、地質構造や地

はほぼ需北方向で多くの断

本対象地域では津軽峠付近を中心

に、商慎i 寵北に凝灰岩

東側に泥岩が分布する。(第2関〉

一般に ζれちの岩石は風化が進み、

大変もろくなっている。

(2) 弘岡林道

ら
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第1関.調査地域(2万5千分の iの地形図

白神山地を縦断し、西津軽郡岩崎村に至る延長60.5初の林道である。 1962年6月白神山地の森林資

源開発と持地方の経済交流、観光開発を目的に建設された。完成までに、地滑りや雪麗などに会い、

災害穫i日・補移費を含め総工費10億百余りで1972年10月に貫通した。しかし稜雪期間は館主義され路
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第2限.地質図〈金属拡業事業団昭和53
。作或〉

盤の改良も進まないにとから期待された経済効果は薄いため、 1983年 4月謀議に縦入され県道岩崎

なった。

(3) 伐採について

白神山地は惣峨で人があまり入らなかったため、過去においては天然の

域であっ

究対象地域で

になると冨内の木材需要をまかなうため

とともに次第に実へと伐採が進んでいる。
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3弘西林道治いの崩壊・崩落

崩壊・崩落地の分布を調べるため、林野庁2万分の 1空中写真「第 2商津軽J(1959・1969・

1979)を判読し、滑落崖とその崩落物に覆わ

れた裸地状の部分をとり出し、分布図を作成

した。空中写真は1959年から 1979年まで10年

おきのものが入手できたが、 1988年は現地調

査によるものである。この分布図をもとに、

それぞれの年の分布、変化を調べるとともに、

崩壊・崩落に与える弘西林道・伐採地の影語、

傾斜との関係を検討した。

(1) 崩壊・崩落の状況と変化

1959年の崩壊・崩落の分布は第3図-1に示

したが、これによると崩壊・ 崩落が集中する

乱岩の森西i[tlJ(地点A)や四兵衛森の西側

(地点B)は急傾斜地である。また津軽沢上

流部(地点c)は水系に従がったものが多く、

谷頭侵蝕によるものと考えられる。 1959年は

林道は建設前であるが、通過予定地に注目す

ると特に傾向的なことは見られない。

1969年の崩壊・崩落の特徴は、 1969年の分

布図より 1959年からの10年間の増減として表

わした第4図ー 1によると、林道沿いの部分が

増加し、特に乱岩の森西側の林道部分(地点

D)は急傾斜地であるとともに林道が建設さ

れたという要因が加わり大きく増加している。

1969年は林道の開通前で、まだ林道が建設さ

れていない乱岩の森西側の部分(地点E)は

第3図ー1.崩壊地面積分布図(1956年)

ほとんど崩壊・崩落は起きていない。増減図 第3図ー 2.崩場也面積分帝図 (1988年)

で崩壊・崩落が減少しているところは1959年

の崩壊・崩落地が植生に覆われ判読できなくなったり、新たに崩壊が起きても規模が小さかった場

合などが考えられるが、第4図ー 1で大幅に減少している部分は1959年に面積の大きい崩壊・崩落

が起きた地点に多くなっている。

1979年の崩壊・崩落は1969年からの増減として表わした第4図-2によると、1969年とは対照的に

林道部分が減少し、周辺部の斜面上が培加している。また林道が帰通したためか崩壊・崩落のほと
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んどなかった乱岩の森西の緩斜面 (地点E')

で崩壊・崩落が起きている。

1988年の崩壊 ・崩落の分布(第3図ー 2)は

筆者の現地調査により作成したむのであり、

林道沿いのメッシュ数3個の部分は確実に調

査した範囲内である。総体的に面積数は増加

しているが、 1959年の分布図(第3図-1 )と

比較すると、林道沿いの崩壊・崩落の多いこ

とがわかる。

以上のことから1959年から1979年までの崩

壊・崩落の分布・変化をまと めると、林道建

設前の1959年の崩壊・崩落は傾斜に支配され

たり、谷頭侵蝕によるものが散在していた。

196咋は途中までではあるが林道が建設され、

林道沿いに崩壊・崩落が増加し周辺部におい 1--;-
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第4図ー 1.崩壊地面積増減図 (1956 年 ~ 1966年 )
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て減少した。1979年はそれとは逆に林道沿い

が減少し、周辺部の崩壊 ・崩落が増加した。

これらから推測できることは、林道沿いで

崩壊・崩落が起きストレスが解放され、少し

の安定期をおいて、また風化・侵蝕により不

安定になり崩壊・崩落が起きたのではないか

ということである。

(2) 伐採による影響

伐採図(第5図〉は空中写真を判読するとと

もに、鯵ヶ沢・弘前営林署が作成 ・発行した

事業図を参照し作成したものである。これに 第4図ー 2.崩壊地面積増減図( 1966 年 ~ 1976年)

よると1959年には高倉山の東斜面の一部がわずかに伐採されているだけであったが、 1969年には林

道沿いに広がり、 1979年ではさらに奥へと伐採が進んでいる。

伐採が行なわれるということは、森林の補水能力や地盤の安定度を弱めることになり、崩壊や地

滑りが増加したり洪水の危険性が高まることになるが、鯵ケ沢・弘前両営林署の方によると、森林

法に基づき伐採後2年以内に植林し、森林の保持増進に努めているそうである。

本研究においては伐採と崩壊・崩落の関係については特に傾向的なものは見い出せなかった。し

かし筆者の現地討査において、植林地は地肌が露出し、風化・ 侵蝕の影響を強く受けそうな地域も

見られた。
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(3) 傾斜と崩壊・崩溶の関係

2万5千分の 1地形図 r)[[原平Jより傾斜

区分図を作成し、空中写真(1979年)で判読

した崩壊・崩落地との関係を謁べるため表 1

を作成した。これによると210以上310未満の

地域が総面積の半数を占め、 410以上の傾斜

地はわずか2.4婦にすぎないが崩壊面積数は

12.5婦と最も多くなっている。さらに崩壊・

崩落地の場所と傾斜区分図との対応をみると、

21 0以上の部分に多くなっているととから崩

壊・崩落の主要因として傾斜があげられる。

また羽田野(1987 )によると崩壊は傾斜変

換点から起こるとされるが、本研究において

1959年.
1 9 6 9 ~手 日

1 9 7 9年図

(体野庁2万分の 1空ロ写且より判i!)

第5図.伐採図

(空中写真、鯵ヶ沢・弘前営林署発行事業図参照)

も全てがそうではないが託、換点上の崩壊・崩落がいくつか見られた。そして現地調査での観察では、

林道が新たな傾斜変換点になるというととも推測された。

表1. 傾斜別崩壊・崩落地面積割合(崩壊・崩落地の面積は 1979年の空中写真を判読)

X え」傾糊面積1)
全回積に対 傾斜別崩壊 崩壊面積 e

する割合 面積 (2) 割合(2)/(1)

40未満 0.22(ゆ 0.8(場〉 一

4 0以上 90未満 1. 08 4.0 2，231 (mう 0.20場)

9 0以上 160未満 4.34 16.0 10，598 0.2 

16 0以上210未満 4.46 16.4 24，263 0.5 

21 0以上310未満 14.05 51. 7 69，723 0.5 

31 0以上410未満 2.36 8.7 45，459 1.9 

410以上 0.66 2.4 82，273 12.5 

計 I ~ 12(Knf) o . 24CKm) 0.8(%) 

4まとめ
弘西林道沿いの崩壊・崩落について分布状況・変化、林道建設・伐採の影註などを見てきたがそ

れをまとめると、本地域において崩壊・崩落の主要因として活発な地盤活動、傾斜、風化の進んだ

凝灰岩質の地質が挙げられ、林道の建設も崩壊・崩落のー要因となったことが明らかになった。ま

たその他の宴困として周氷河作用や降水量、植生の這いなどにも検討を加える必妥があるのはいう

までもない。
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